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○ 

公
認
会
計
士
法
の
規
定
に
よ
る
課
徴
金
に
関
す
る
内
閣
府
令
（
平
成
十
九
年
内
閣
府
令
第
八
十
二
号
） 

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改

め
る
。 

改 

正 

後 

改 

正 

前 

（
課
徴
金
の
納
付
を
命
じ
な
い
こ
と
が
で
き
る
場
合
等
） 

第
一
条 

公
認
会
計
士
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
三
十
一
条
の
二
第
二

項
第
一
号
（
法
第
十
六
条
の
二
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。

）
及
び
第
三
十
四
条
の
二
十
一
の
二
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
内
閣
府
令

で
定
め
る
場
合
は
、
法
第
三
十
条
第
一
項
（
法
第
十
六
条
の
二
第
六
項
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は
第
三
十
四
条
の
二
十
一
第
二
項
第
一

号
の
財
務
書
類
（
法
第
一
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
財
務
書
類
を
い
う
。

以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
係
る
虚
偽
、
錯
誤
又
は
脱
漏
に
よ
り
当

該
財
務
書
類
に
記
載
さ
れ
る
数
値
そ
の
他
の
内
容
の
変
化
が
軽
微
で
あ
る
場

合
と
す
る
。 

２ 

法
第
三
十
一
条
の
二
第
二
項
第
二
号
（
法
第
十
六
条
の
二
第
六
項
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
第
三
十
四
条
の
二
十
一
の
二
第
二
項
第

二
号
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
場
合
は
、
公
認
会
計
士
（
法
第
十
六

条
の
二
第
五
項
に
規
定
す
る
外
国
公
認
会
計
士
を
含
む
。
）
又
は
監
査
法
人

が
実
施
し
た
財
務
書
類
の
監
査
又
は
証
明
が
一
般
に
公
正
妥
当
と
認
め
ら
れ

る
監
査
に
関
す
る
基
準
及
び
慣
行
に
照
ら
し
て
著
し
く
不
十
分
で
あ
っ
た
場

合
と
す
る
。 

３ 

法
第
三
十
一
条
の
二
第
二
項
第
三
号
（
法
第
十
六
条
の
二
第
六
項
に
お
い

（
課
徴
金
の
納
付
を
命
じ
な
い
こ
と
が
で
き
る
場
合
等
） 

第
一
条 

公
認
会
計
士
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
三
十
一
条
の
二
第
二

項
第
一
号
及
び
第
三
十
四
条
の
二
十
一
の
二
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
内

閣
府
令
で
定
め
る
場
合
は
、
法
第
三
十
条
第
一
項
又
は
第
三
十
四
条
の
二
十

一
第
二
項
第
一
号
の
財
務
書
類
（
法
第
一
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
財
務

書
類
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
係
る
虚
偽
、
錯
誤
又
は

脱
漏
に
よ
り
当
該
財
務
書
類
に
記
載
さ
れ
る
数
値
そ
の
他
の
内
容
の
変
化
が

軽
微
で
あ
る
場
合
と
す
る
。 

  

２ 

法
第
三
十
一
条
の
二
第
二
項
第
二
号
及
び
第
三
十
四
条
の
二
十
一
の
二
第

二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
場
合
は
、
公
認
会
計
士
（
法

第
十
六
条
の
二
第
五
項
に
規
定
す
る
外
国
公
認
会
計
士
を
含
む
。
）
又
は
監

査
法
人
が
実
施
し
た
財
務
書
類
の
監
査
又
は
証
明
が
一
般
に
公
正
妥
当
と
認

め
ら
れ
る
監
査
に
関
す
る
基
準
及
び
慣
行
に
照
ら
し
て
著
し
く
不
十
分
で
あ

っ
た
場
合
と
す
る
。 

 

３ 

法
第
三
十
一
条
の
二
第
二
項
第
三
号
及
び
第
三
十
四
条
の
二
十
一
の
二
第
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て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
第
三
十
四
条
の
二
十
一
の
二
第
二
項
第

三
号
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の
は
、
被
監
査
会
社
等
（
法
第
三

十
四
条
の
十
の
四
第
四
項
に
規
定
す
る
被
監
査
会
社
等
を
い
う
。
）
と
の
間

で
既
に
締
結
さ
れ
て
い
る
契
約
に
基
づ
く
法
第
二
条
第
一
項
の
業
務
と
す
る

。 

二
項
第
三
号
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の
は
、
被
監
査
会
社
等
（

法
第
三
十
四
条
の
十
の
四
第
四
項
に
規
定
す
る
被
監
査
会
社
等
を
い
う
。
）

と
の
間
で
既
に
締
結
さ
れ
て
い
る
契
約
に
基
づ
く
法
第
二
条
第
一
項
の
業
務

と
す
る
。 

 

 

（
趣
旨
） 

第
二
条 

法
第
五
章
の
六
の
規
定
に
よ
る
審
判
手
続
に
つ
い
て
は
、
同
章
に
定

め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
章
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 

 

（
趣
旨
） 

第
二
条 

法
第
五
章
の
五
の
規
定
に
よ
る
審
判
手
続
に
つ
い
て
は
、
同
章
に
定

め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
章
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 

 

（
事
件
記
録
の
謄
本
の
様
式
） 

第
十
一
条 

法
第
五
章
の
六
又
は
こ
の
章
の
規
定
に
よ
り
作
成
す
べ
き
謄
本
に

は
、
当
該
謄
本
を
作
成
し
た
審
判
手
続
の
事
務
を
行
う
職
員
が
、
そ
の
記
載

に
接
続
し
て
当
該
謄
本
が
原
本
と
相
違
な
い
旨
を
付
記
し
、
か
つ
、
こ
れ
に

記
名
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
事
件
記
録
の
謄
本
の
様
式
） 

第
十
一
条 

法
第
五
章
の
五
又
は
こ
の
章
の
規
定
に
よ
り
作
成
す
べ
き
謄
本
に

は
、
当
該
謄
本
を
作
成
し
た
審
判
手
続
の
事
務
を
行
う
職
員
が
、
そ
の
記
載

に
接
続
し
て
当
該
謄
本
が
原
本
と
相
違
な
い
旨
を
付
記
し
、
か
つ
、
こ
れ
に

記
名
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
審
判
手
続
開
始
の
決
定
） 

第
十
五
条 

法
第
三
十
四
条
の
四
十
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
審
判
手
続
開
始
の

決
定
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
（
以
下
「
審
判
手
続
開
始
決

定
書
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。 

一 

［
略
］ 

二 

課
徴
金
に
係
る
法
第
三
十
一
条
の
二
第
一
項
（
法
第
十
六
条
の
二
第
六

項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
第
六
十
三
条
第
三
項
及
び
第
四
項

 

（
審
判
手
続
開
始
の
決
定
） 

第
十
五
条 

［
同
上
］ 

  
一 
［
同
上
］ 

二 

課
徴
金
に
係
る
法
第
三
十
一
条
の
二
第
一
項
又
は
法
第
三
十
四
条
の
二

十
一
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
事
実 



  

3 

第
一
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
第
三
十
四
条
の
二
十
一
の
二
第
一
項
に

規
定
す
る
事
実 

［
三
～
五 

略
］ 

２ 

［
略
］ 

  

［
三
～
五 

同
上
］ 

２ 

［
同
上
］ 

 

（
決
定
の
記
載
事
項
） 

第
六
十
三
条 

［
略
］ 

２ 

［
略
］ 

３ 

第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
に
は
、
課
徴
金
に
係
る
法
第
三
十
一
条
の

二
第
一
項
又
は
第
三
十
四
条
の
二
十
一
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
事
実
、
法

令
の
適
用
及
び
課
徴
金
の
計
算
の
基
礎
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
は
、
審
判
手
続
開
始
決
定
書
を
引
用
す
る
こ
と
が
で
き
る

。 

４ 

法
第
三
十
四
条
の
五
十
三
第
六
項
及
び
前
条
の
決
定
に
は
、
次
の
各
号
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
旨
及
び
そ
の
理
由
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

法
第
三
十
一
条
の
二
第
一
項
又
は
第
三
十
四
条
の
二
十
一
の
二
第
一
項

に
規
定
す
る
事
実
が
な
い
こ
と
。 

二 

［
略
］ 

 

（
決
定
の
記
載
事
項
） 

第
六
十
三
条 

［
同
上
］ 

２ 

［
同
上
］ 

３ 

第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
に
は
、
課
徴
金
に
係
る
法
第
三
十
一
条
の

二
第
一
項
又
は
法
第
三
十
四
条
の
二
十
一
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
事
実
、

法
令
の
適
用
及
び
課
徴
金
の
計
算
の
基
礎
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
審
判
手
続
開
始
決
定
書
を
引
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
。 

４ 

［
同
上
］ 

 

一 

法
第
三
十
一
条
の
二
第
一
項
又
は
法
第
三
十
四
条
の
二
十
一
の
二
第
一

項
に
規
定
す
る
事
実
が
な
い
こ
と
。 

二 

［
同
上
］ 

備
考 

表
中
の
［ 

］
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。 

 


